
入院される皆さんへ

お口の中の細菌を減らす
ことで様々な合併症を
防ぐことができます。

お口の衛生管理

お口の中の細菌が原因で術後
肺炎を引き起こすことがあります。
グラグラしている歯があると、

麻酔の時に折れたり、
抜けることがあります。

全身麻酔の手術

口内炎・口腔乾燥・味覚障害等の
副作用により、食事を十分に食べられ
ないことで栄養状態が悪化し、

治療や検査の結果等に影響を与える
可能性があります。

各種治療や検査入院

主治医の先生にご相談ください！！
・グラグラしている歯がある
・お口の中で不安なことがある

歯科口腔外科への受診
口腔内トラブルへの早期対応
かかりつけ歯科への受診の判断
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